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大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
国

際
取
引
を
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約

で
規
制
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
。
国
連

食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
専
門
家
委
臺
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
に
よ
る
規
制
の
条

件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
合
意
を
し
た
。
２
月
に
入

り
、
地
中
海
で
の
マ
グ
ロ
の

主
要
繕
業
国
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
と
イ
タ
リ
ア
が
規
制
に
賛

成
し
、
国
際
取
引
の
規
制
が

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

輸
出
規
制
を
免
れ
た
と
し

て
も
、
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ 圏
は
極
度
に
減
少
し
て
お
り
、

細
日
本
の
輸
入
が
減
少
す
る
の

ざ
は
確
実
で
あ
る
。
日
本
の
高

連
級
マ
グ
ロ
市
場
に
お
け
る
近

）
海
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
重
要
性

ン
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
高
ま

栄
る
だ
ろ
う
。

と
日
本
近
晦
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

人
の
漁
獲
の
中
心
は
零
歳
、
１

の
歳
の
ヨ
コ
ワ
で
あ
る
。
適
切

ン
な
規
制
に
よ
っ
て
漁
獲
量

賛
を
増
や
す
余
地
は
大
い
に

が
あ
る
だ
ろ
う
。
海
外
の
自
然

保
護
団
体
へ
の
対
策
と
し

し
て
、
日
本
の
マ
グ
ロ
の
漁
獲

ロ
統
計
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
市
場
統
計
か

氏
ら
得
ら
れ
る
限
ら
れ
た
情
報

雄
を
基
に
、
簡
単
な
試
算
を
試

催
み
た
・

勝
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
多
く
の

段
階
で
異
な
る
漁
業
者
に
よ

っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
主
彊
拡
月
フ
プ
セ
ー
ー
一
同
怪
ヲ

な
漁
業
と
し
て
は
、
引
縄
お
市
場
統
計
に
よ
る
と
、
曰

よ
び
巻
網
に
よ
る
ヨ
コ
ワ
の
本
の
産
地
市
場
に
水
揚
げ
さ

漁
獲
、
大
型
巻
網
に
よ
る
曰
れ
た
ヨ
コ
ワ
は
、
２
０
０
４

本
海
産
卵
群
の
漁
獲
、
一
本
～
昭
年
の
平
均
で
年
間
４
８
平
に
配
分
で
き
る
よ
う
な
枠
一
つ
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

釣
に
よ
る
大
型
魚
の
漁
獲
な
５
６
ノ
、
生
産
金
額
は
平
均
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
、
国
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
未
知
数

ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
で
刀
億
円
だ
っ
た
。
ヨ
コ
ワ
家
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
で
あ
る
。
大
量
に
種
苗
を
安

る
・
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
と
を
１
歳
魚
と
仮
定
す
る
と
、
日
本
政
府
は
非
合
理
癖
獲
の
定
供
給
す
る
に
は
、
ま
だ
時

自
然
死
亡
が
同
じ
だ
と
仮
定
４
年
後
に
巻
網
で
獲
れ
ば
４
存
続
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
間
が
必
要
で
あ
り
、
当
面
は
、

す
る
と
、
１
歳
の
ヨ
コ
ワ
を
０
８
億
円
、
６
年
後
に
一
本
し
て
い
る
。
大
型
巻
網
船
の
天
然
資
源
の
代
替
に
は
な
ら

獲
り
残
し
た
場
合
に
、
巻
網
釣
で
獲
れ
ば
２
２
３
５
億
円
た
め
に
ヨ
コ
ワ
の
漁
獲
枠
３
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
一
一
一
巨
う

サ
イ
ズ
（
５
歳
）
ま
で
生
き
の
生
産
金
額
が
期
待
で
き
８
０
０
少
を
確
保
し
た
。
そ
と
、
養
殖
が
あ
る
か
ら
、
天

残
る
確
率
は
躯
％
、
一
本
釣
る
。
目
先
の
小
さ
な
利
益
の
れ
以
外
に
、
引
縄
、
小
型
巻
然
實
源
は
獲
り
尽
く
し
て
良

サ
イ
ズ
（
７
歳
）
ま
で
生
き
残
た
め
に
、
将
来
の
大
き
な
利
網
で
の
漁
獲
は
無
規
制
で
あ
い
と
い
う
考
え
は
、
無
寶
任

3５

る
確
率
は
詔
％
と
な
る
。
ヨ
益
の
芽
を
摘
ん
で
い
る
こ
と
る
。
現
在
の
非
合
理
的
な
獲

コ
ワ
を
１
尾
漁
獲
す
る
と
、
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
型
り
方
を
続
け
て
、
い
っ
た
い

漁
業
の
長
期
的
利
益
が
田
個
体
の
漁
獲
が
増
え
れ
ば
、
誰
が
得
を
す
る
の
だ
ろ
う

万
円
失
わ
れ
る
計
算
に
な
相
場
が
下
が
る
可
能
性
は
あ
か
。
不
合
理
漁
獲
に
よ
っ
て
、

る
・

る
が
、
、
資
源
管
理
に
よ
っ
て
大
勢
の
人
間
の
生
活
基
盤
を

漁
業
全
体
の
蕊
幽
与
鱸
繍
糯
噸
討
駐
麩
溌
服
し

損
失
を
試
算
だ
ろ
う
。

市場統計によると、曰非合理擾を抑制し、完全養殖
本
の
産
地
市
場
に
水
揚
げ
さ
漁
業
全
体
の
利
益
を
大
き
く
は
未
知
数

れ
た
ヨ
コ
ワ
は
、
２
０
０
４
し
だ
上
で
、
そ
の
利
益
が
公
完
全
養
殖
が
救
世
主
の
よ

マ
グ
ロ
食
文
化
を
次
世
代
に

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
際
社
会
に
示
す
寶
任
が
あ
る

現
在
、
漁
業
管
理
機
関
の
だ
ろ
う
。
獲
っ
た
漁
業
者
の

能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
漁
み
な
ら
ず
、
売
っ
た
流
通
業

業
管
理
機
関
に
任
せ
て
お
い
者
、
食
べ
た
消
費
者
、
獲
ら

て
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
せ
た
行
政
。
研
究
者
す
べ
て

自
然
保
護
団
体
に
よ
る
保
全
が
負
う
べ
き
責
任
で
あ
る
。

の
枠
組
み
で
の
管
理
が
必
要
マ
グ
ロ
食
文
化
を
、
未
来
の

な
の
か
。
世
界
の
世
論
は
残
世
代
に
残
す
だ
め
に
、
今
、

念
な
が
ら
、
後
者
に
傾
い
て
何
が
で
き
る
か
を
各
自
が
老

い
る
。
漁
業
大
国
。
マ
グ
ロ
え
、
行
動
を
起
こ
さ
な
く
て

消
費
大
国
の
日
本
に
は
、
白
は
な
ら
な
い
。
問
題
の
先
送

国
の
資
源
を
適
切
に
利
用
す
り
を
す
る
時
間
は
、
も
う
残

る
こ
と
で
、
漁
業
関
係
者
に
さ
れ
て
い
な
い
。

管
理
能
力
が
あ
る
こ
と
を
国

（
月
１
回
掲
載
）

4年待てば…更に2年待てば…
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